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か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
交
付
式
開
催

農
林
水
産
物
認
証
交
付
式
開
催�
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
交
付
式
開
催

農
林
水
産
物
認
証
交
付
式
開
催�
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
交
付
式
開
催�

　
南
九
州
市
頴
娃
町
の
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

茶
業
セ
ン
タ
ー
で
、
４
月
５
日
、
か
ご

し
ま
の
農
林
水
産
物
認
証
を
取
得
し
た

南
九
州
市
管
内
46
茶
工
場
に
対
し
認
証

書
の
授
与
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。�

�

管
内
46
茶
工
場
の
代
表
者
、
行
政
関

係
機
関
、
県
経
済
連
、
Ｊ
Ａ
等
約
60
名

が
参
加
。
鹿
児
島
県
農
業
・
農
村
振
興

協
会
　
松
元
信
道
専
務
理
事
か
ら
南
九

州
市
茶
業
振
興
会
Ｋ
‐
Ｇ
Ａ
Ｐ
推
進
部

会
　
瀬
川
三
郎
部
会
長
へ
認
証
通
知
書

が
交
付
さ
れ
、
新
規
茶
工
場
６
工
場
と

昨
年
か
ら
の
継
続
更
新
40
工
場
の
合
計

46
工
場
と
、
そ
の
工
場
に
系
列
す
る
茶

農
家
４
０
８
人
に
対
し
、
認
証
書
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。�

�

南
九
州
市
農
林
水
産
部
　
田
中
泉
部

長
は
「
鹿
児
島
県
規
格
Ｋ
‐
Ｇ
Ａ
Ｐ
に

つ
い
て
は
、『
鹿
児
島
県
食
の
安
心
・

安
全
基
本
方
針
』
に
基
づ
き
生
産
者
の

安
心
・
安
全
な
農
林
水
産
物
を
生
産
す

る
取
り
組
み
を
消
費
者
に
正
確
に
伝
え
、

県
産
農
林
水
産
物
に
対
す
る
消
費
者
の

安
心
と
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
県
が

策
定
し
た
基
準
に
沿
っ
て
生
産
者
が
生

産
工
程
管
理
を
行
う
取
組
み
を
外
部
機

関
が
審
査
認
証
す
る
県
独
自
の
制
度
で

あ
り
、
平
成
16
年
度
に
導
入
以
来
、
東

串
良
の
ピ
ー
マ
ン
の
第
１
号
を
始
め
、

平
成
23
年
３
月
現
在
、
品
目
53
、
団
体�

数
１
９
３
、
件
数
２
３
４
、
戸
数
９
３

４
５
認
証
の
取
組
み
が
さ
れ
て
い
ま
す
。�

�

緑
茶
部
門
で
は
４
団
体
４
件
、
戸
数

６
，４
０
９
が
認
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
心
・
安
全
を
全
面
に
打
ち
出
す
こ
と

で
『
南
九
州
市
茶
』
の
銘
柄
確
立
の
一

助
と
し
、
生
産
者
が
生
産
履
歴
の
記
帳

を
す
る
こ
と
で
、
ほ
場
毎
に
肥
料
・
農

薬
の
コ
ス
ト
管
理
が
で
き
、
ま
た
、
茶

工
場
毎
に
系
列
農
家
の
コ
ス
ト
把
握
及

び
管
理
が
で
き
、
生
葉
生
産
の
コ
ス
ト

削
減
に
繋
が
り
が
持
て
ま
す
。」
と
述

べ
ま
し
た
。�

�

今
回
、
認
定
書
の
授
与
を
受
け
た
管

内
46
工
場
の
関
係
者
等
は
、
あ
ら
た
め

て
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
つ
い
た
緊
張
感

と
役
割
の
重
大
さ
を
強
く
認
識
し
ま
し

た
。�

　
南
九
州
市
頴
娃
町
茶
業
青
年
部
・
Ｊ

Ａ
い
ぶ
す
き
職
員
約
30
名
は
、
大
野
岳

新
茶
祭
り
で
、
大
野
岳
神
社
に
茶
業
の

発
展
・
豊
作
を
祈
願
し
奉
納
す
る
た
め

３
月
28
日
、
飯
伏
　
徹
さ
ん
の
茶
園
で

お
茶
の
手
摘
み
を
し
、
同
市
内
の
ア
グ

リ
ラ
ン
ド
え
い
で
、
手
揉
み
製
造
過
程

で
約
５
時
間
か
け
て
仕
上
げ
ま
し
た
。

現
在
で
は
製
茶
工
程
の
ほ
と
ん
ど
が
機

械
で
行
な
わ
れ
て
お
り
、
手
揉
み
の
技

術
を
持
つ
人
も
減
少
し
、
生
産
は
ご
く

わ
ず
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
３
月
29
日

に
開
催
さ
れ
た
新
茶
祭
り
で
は
、
約
２

０
０
名
の
関
係
者
が
出
席
し
、
神
事
を

執
り
行
い
ま
し
た
。
今
年
は
東
日
本
大

震
災
に
配
慮
し
、
演
芸
会
等
の
イ
ベ
ン

ト
は
中
止
し
、
被
災
地
の
復
興
を
祈
り

募
金
活
動
も
行
わ
れ
ま
し
た
。�

手
も
み
新
茶
新
茶
を
奉
納
奉
納�

手
も
み
新
茶
を
奉
納�

南
九
州
市
新
茶
贈
呈
式

南
九
州
市
新
茶
贈
呈
式�

南
九
州
市
新
茶
贈
呈
式�

　
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
頴
娃
支
部
は

４
月
27
日
、
指
宿
市
内
の
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
ホ
テ
ル
で
新
茶
贈
呈
式
を
開
催
し
ま

し
た
。
茶
業
・
ホ
テ
ル
・
行
政
関
係
者

等
、
約
50
名
が
参
加
し
、
指
宿
市
内
の

ホ
テ
ル
関
係
者
に
南
九
州
市
の
新
茶
を

贈
呈
し
ま
し
た
。�

�
南
九
州
市
茶
業
振
興
会
頴
娃
支
部
　

瀬
川
三
郎
部
長
は
、「
今
年
も
南
九
州

市
の
農
家
が
心
を
込
め
て
作
っ
た
新
茶

を
、
指
宿
の
温
泉
を
訪
れ
る
観
光
客
の

皆
様
に
沢
山
飲
ん
で
頂
き
た
い
。」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。
指
宿
温
泉
旅
館
事
業

協
同
組
合
野
田
譲
二
代
表
理
事
は
、「
指

宿
市
を
訪
れ
る
人
々
に
お
い
し
い
リ
ー

フ
茶
を
飲
ん
で
温
泉
に
入
っ
て
頂
き
、

癒
し
を
提
供
出
来
る
様
に
努
め
ま
す
。」

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
指
宿

市
で
は
指
宿
温
泉
旅
館
事
業
協
同
組
合
・

観
光
協
会
等
が
連
携
し
、
リ
ー
フ
茶
の

素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
、
ゴ

ー
ル
デ

ン
ウ
ィ

ー
ク
を

中
心
に

南
九
州

市
の
新

茶
を
提

供
し
ま

し
た
。�
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
は
、
３
月
11
日
、

指
宿
市
開
聞
総
合
体
育
館
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ
に
於
い
て
、
肉
用
牛
生
産
農
家

を
は
じ
め
、
関
係
機
関
・
Ｊ
Ａ
職
員

ら
約
２
０
０
名
の
参
加
の
も
と
指
宿

地
区
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会
を
開

催
し
ま
し
た
。�

�

当
日
は
、
マ
イ
エ
ン
ザ
協
会
会
長

曽
我
部
義
明
先
生
よ
り
「
え
ひ
め
Ａ

Ｉ
（
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
）
の
農
業

分
野
へ
の
活
用
」
と
題
し
た
講
演
が

行
わ
れ
、
環
境
浄
化
微
生
物
資
材
„
え

ひ
め
Ａ
Ｉ
（
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
い
ぶ
す
き
）“

の
、
畜
産
農
家
に
お
け
る
悪
臭
対
策

や
堆
肥
発
酵
促
進
等
へ
の
活
用
法
と

管
内
の
農
家
が
試
験
的
に
取
り
組
ん

だ
効
果
事
例
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。�

�

午
後
か
ら
は
、
県
経
済
連
肉
用
牛

課
　
東
和
彦
氏
に
よ
る
「
肉
用
牛
・

飼
料
情
勢
報
告
」
や
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ

南
薩
指
宿
診
療
所
　
三
宅
和
彦
係
長

に
よ
る
「
消
毒
に
よ
る
防
疫
と
疾
病

予
防
へ
の
効
果
」
の
研
修
が
行
わ
れ
、

厳
し
い
肉
用
牛
情
勢
の
中
で
今
後
一

層
の
子
牛
商
品
性
向
上
と
繁
殖
雌
牛

の
生
産
性
向
上
を
目
指
そ
う
と
、
参

加
者
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。�

�

最
後
に
牛
肉
・
豚
肉
が
当
た
る
抽

選
会
が
行
わ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に

閉
会
し
ま
し
た
。�

せり市情報（税抜）
市場：揖宿中央　せり日：2011年 3 月 18日(金)開催

項目名

子 牛

めす 去勢 合計

入場頭数

売却頭数

合計価格

最　　高

最　　低

平均価格

平均体重

113頭

113頭

41,490,000円

700,000 円

150,000 円

367,168 円

253 kg

133頭

133頭

61,478,000円

590,000 円

144,000 円

462,241 円

271 kg

246頭

246頭

102,968,000円

700,000円

144,000円

418,569円

263 kg

指
宿
地
区
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会

指
宿
地
区
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会�
指
宿
地
区
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会

指
宿
地
区
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会�
指
宿
地
区
肉
用
牛
繁
殖
農
家
研
修
会�

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
は
、
４
月
18
日
、

管
内
の
肉
用
牛
肥
育
農
家
の
相
互
の

研
鑽
と
銘
柄
向
上
を
目
的
に
、
南
九

州
市
の
㈱
Ｊ
Ａ
食
肉
か
ご
し
ま
南
薩

工
場
に
お
い
て
、
い
ぶ
す
き
農
協
肉

牛
枝
肉
共
進
会
・
研
修
会
が
開
か
れ
、

管
内
の
肥
育
農
家
約
50
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
飼
料
価
格
の
高
騰
、
販
売

価
格
の
低
迷
に
よ
る
厳
し
い
経
営
状

況
の
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
39
頭
が

出
品
さ
れ
、
Ａ
５
等
級
が
13
頭
（
３

３
．３
％
）、
Ａ
４
等
級
以
上
が
29
頭

（
７
４
．４
％
）
と
す
ば
ら
し
い
枝
肉

が
出
品
さ
れ
、
肥
育
農
家
の
技
術
向

上
に
よ
る
品
質
向
上
が
図
ら
れ
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
し
た
。�

�

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
講
師
を
招

き
「
飼
料
情
勢
に
つ
い
て
」・「
遺
伝

的
多
様
性
を
考
慮
し
た
種
雄
牛
造
成

に
つ
い
て
」
の
研
修
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
熱
心
に
学
び
ま
し
た
。�

平
成
23
年
度
第
１
回
い
ぶ
す
き
農
協

年
度
第
１
回
い
ぶ
す
き
農
協�

肉
牛
枝
肉
共
進
会

肉
牛
枝
肉
共
進
会
・
研
修
会
開
催

研
修
会
開
催�

平
成
23
年
度
第
１
回
い
ぶ
す
き
農
協

年
度
第
１
回
い
ぶ
す
き
農
協�

肉
牛
枝
肉
共
進
会

肉
牛
枝
肉
共
進
会
・
研
修
会
開
催

研
修
会
開
催�

平
成
23
年
度
第
１
回
い
ぶ
す
き
農
協�

肉
牛
枝
肉
共
進
会
・
研
修
会
開
催�
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
平

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
平
成
23
年
度
入
組
式

年
度
入
組
式�
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
平

Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
平
成
23
年
度
入
組
式

年
度
入
組
式�
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
平
成
23
年
度
入
組
式�

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
で
は
、
４
月
１
日
、

平
成
23
年
度
入
組
式
を
指
宿
市
内
の
保

養
施
設
で
開
き
ま
し
た
。
本
年
度
新
採

用
職
員
７
名
・
昨
年
度
中
途
採
用
職
員

５
名
が
西
村
仁
組
合
長
よ
り
辞
令
を
受

け
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

西
村
組
合
長
は
「
組
合
員
・
地
域
住
民

の
皆
様
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
私
達
の
仕

事
で
す
。
一
生
懸
命
学
び
、
仕
事
を
し
、

奉
仕
し
て
頂
き
た
い
。
期
待
し
て
お
り

ま
す
。」
と
激
励
し
ま
し
た
。
新
職
員

を
代
表
し
、
本
所
畜
産
部
畜
産
業
務
課

に
配
属
と
な
っ
た
西
川
雄
祐
職
員
が
、「
我
々

は
未
熟
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
鍛
え
て
頂

き
た
い
。
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。」
と

力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。�

高附　陽介�
（たかつき　ようすけ）�

①
所
属
先�

本
所
　
管
理
部
人
事
教
育
課�

②
抱
　
負�

　
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
自
覚
を
持
ち
、

様
々
な
こ
と
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

自
分
自
身
を
磨
き
、
地
域
の
方
々
に

愛
さ
れ
る
よ
う
な
職
員
に
な
れ
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
。�高良　やよい�

（こうら　やよい）�

①
所
属
先�

本
所
　
購
買
部
購
買
企
画
課�

②
抱
　
負�

　
初
心
を
忘
れ
ず
に
、
誰
に
対
し
て

も
優
し
く
出
来
る
人
間
に
な
り
た
い

で
す
。�

�

仕
事
も
勿
論
で
す
が
、
人
間
性
を

大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

篠原　大地�
（しのはら　だいち）�

①
所
属
先�

指
宿
総
合
支
所
　
購
買
課�

②
抱
　
負�

　
３
年
間
Ｊ
Ａ
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
さ

せ
て
頂
き
、
沢
山
の
こ
と
を
学
び
ま

し
た
。�

�
こ
れ
か
ら
も
っ
と
勉
強
を
し
、
組

合
員
の
皆
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
様
に

努
力
し
て
い
き
ま
す
。�

西川　雄祐�
（にしかわ　ゆうすけ）�

①
所
属
先�

本
所
　
畜
産
部
畜
産
業
務
課�

②
抱
　
負�

　
社
会
人
と
し
て
自
分
の
行
動
に
責

任
を
持
ち
、
様
々
な
こ
と
を
勉
強
し
、

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
。�

中釜　愛�
（なかがま　あい）�

①
所
属
先�

指
宿
総
合
支
所
　
新
西
方
支
所�

（
金
融
共
済
窓
口
　
担
当
）�

②
抱
　
負�

　
金
融
共
済
窓
口
担
当
と
し
て
、
ま

だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

皆
様
に
ご
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
お
客
様
や
組
合
員
の
皆
様

に
信
頼
さ
れ
る
職
員
に
な
り
た
い
で

す
。�

永野　敦子�
（ながの　あつこ）�

①
所
属
先�

喜
入
総
合
支
所
　
喜
入
支
所�

（
金
融
共
済
窓
口
　
担
当
）�

②
抱
　
負�

　
誠
意
を
持
ち
務
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。�

岡本　真奈美�
（おかもと　まなみ）�

①
所
属
先�

開
聞
総
合
支
所
　
開
聞
中
央
支
所�

（
金
融
共
済
窓
口
　
担
当
）�

②
抱
　
負�

　
ど
ん
な
に
疲
れ
て
い
て
も
笑
顔
を

絶
や
さ
ず
、
お
客
様
に
元
気
を
与
え

る
こ
と
が
出
来
る
様
に
頑
張
り
ま
す
。�

黒岩　雄�
（くろいわ　ゆう）�

①
所
属
先�

本
所
　
金
融
部
融
資
課�

②
抱
　
負�

　
職
場
で
の
業
務
に
早
く
な
れ
て
、

必
要
な
知
識
を
学
び
、
技
能
を
磨
き
、

自
分
を
高
め
た
い
で
す
。�

四元　和希�
（よつもと　かずき）�

①
所
属
先�

山
川
総
合
支
所
　
成
川
支
所�

（
購
買
　
担
当
）�

②
抱
　
負�

　
一
日
一
日
の
仕
事
を
精
一
杯
頑
張

り
ま
す
。�

久永　甘菜�
（ひさなが　かんな）�

①
所
属
先�

山
川
総
合
支
所
　
大
山
支
所�

（
金
融
共
済
窓
口
　
担
当
）�

②
抱
　
負�

　
ま
ず
は
、
今
自
分
が
担
当
し
て
い

る
仕
事
が
し
っ
か
り
出
来
る
様
に
な

る
こ
と
が
目
標
で
す
。
皆
様
に
ご
迷

惑
を
掛
け
な
い
様
に
頑
張
り
ま
す
。�

橋口　忠�
（はしぐち　ただし）�

①
所
属
先�

い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱�

生
活
課
　
葬
祭
担
当�

②
抱
　
負�

　
組
合
に
貢
献
出
来
る
様
に
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。�

若松　あすか�
（わかまつ　あすか）�

①
所
属
先�

指
宿
総
合
支
所
　
中
部
支
所�

（
金
融
共
済
窓
口
　
担
当
）�

②
抱
　
負�

　
私
は
鹿
児
島
市
か
ら
来
て
お
り
、

土
地
か
ら
分
か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り

で
す
が
、
早
く
な
れ
る
様
に
頑
張
り

ま
す
。�
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人事異動のお知らせ
平成２３年４月１日付　人事異動（管理職のみ記載）

名　前　　　　　　　　　　　　　　　　　　新　　　部　　　署

野元　強　　　本所・経営企画室長兼債権対策部長

上山　行幸　　本所・畜産部長

大里　和弘　　本所・畜産部次長兼畜産業務課長

大塚　正己　　本所・農産部次長

堀　秀昭　　　指宿総合支所・販売課長（専門考査役）

井上　勝弘　　本所・共済部次長兼共済事務課長

浜崎　和斗　　本所・農産部営農企画課長

松澤　雅人　　山川総合支所・大山支所長

田中　和隆　　本所・農産部販売課次長（直販加工）

内山　光廣　　本所・金融部金融推進課専門調査役（年金専門員）

松崎　浩幸　　本所･共済部自動車査定課専門調査役

豊倉　彰一　　開聞総合支所・開聞中央支所専門調査役（貸出担当）

田口　純弘　　えい総合支所・青戸支所専門調査役（金融共済担当）事務長

當　重磨　　　本所・農産部営農指導課専門調査役（指導担当）

永谷　兼隆　　本所・購買部購買企画課専門調査役ＬＰガスセンター所長（えい担当）

吉永　睦志　　本所・農産部営農企画課専門調査役（山川・開聞農業振興担当）

山崎　克文　　喜入総合支所・営業推進班長専門調査役（前之浜・生見・瀬々串・中名地区担当）

田上　正人　　山川総合支所・営業推進班長専門調査役（福元・浜児ヶ水地区担当）成川支所駐在

原田　毅　　　本所・管理部専門調査役人事教育課付
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が
ん
ば
ろ
う
日
本

が
ん
ば
ろ
う
日
本�

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
被
災
地
緊
急
支
援
運
動

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
被
災
地
緊
急
支
援
運
動�
が
ん
ば
ろ
う
日
本

が
ん
ば
ろ
う
日
本�

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
被
災
地
緊
急
支
援
運
動

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
被
災
地
緊
急
支
援
運
動�
が
ん
ば
ろ
う
日
本�

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
被
災
地
緊
急
支
援
運
動�

　
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。�

�

　�

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
は
、
３
月
11

日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災

さ
れ
た
方
々
へ
、

緊
急
支
援
運
動
と

し
て
義
援
金
の
受
付
、

「
米
一
合
」
運
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。�

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

管
内
で
は
組
合
員
・

役
職
員
等
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、

モ
ミ
米
３
０
０
㎏

を
ご
支
援
頂
き
、

３
月
25
日
、
緊
急

支
援
物
資
と
し
て

搬
送
し
ま
し
た
。

各
Ｊ
Ａ
で
集
め
ら

れ
た
モ
ミ
米
は
、

鹿
児
島
パ
ー
ル
ラ

イ
ス
㈱
で
、
研
ぎ

洗
い
す
る
こ
と
な

く
食
べ
ら
れ
る
よ

う
に
無
洗
米
に
加
工
し
、
３
月
29
日
、

第
１
弾
と
し
て
米
９
ト
ン
、
水
・
お
茶
・

野
菜
ジ
ュ
ー
ス
他
21
ト
ン
、
合
計
30
ト

ン
が
被
災
地
へ
向
け
て
発
送
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
各
支
所
・
購
買
店
舗
に
は

４
月
18
日
か
ら
４
月
28�
日
ま
で
募
金
箱

が
設
置
さ
れ
、
合
計
８
９
８
，４
３
６

円
の
義
援
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
皆
様

の
御
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。�
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
は
３
月
７
日
、
平
成
23
年
度
早

期
共
済
推
進
学
習
会
並
び
に
信
用
事
業
学
習
会
を

開
聞
総
合
支
所
で
開
催
し
ま
し
た
。
午
前
と
午
後

に
分
か
れ
て
、
合
計
約
80
名
の
職
員
が
参
加
し
、

平
成
23
年
度
の
信
用
・
共
済
事
業
の
仕
組
み
や
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

西
迫
忠
憲
管
理
・
金
融
・
共
済
担
当
参
事
は
、「
事

業
推
進
は
１
人
で
は
出
来
な
い
。
な
ぜ
、
事
業
推

進
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
を
理
解
し
、
業
務

を
全
う
し
な
が
ら
職
員
一
体
と
な
り
全
力
で
取
り

組
ん
で
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。�

�

さ
ら
に
、
３
月
８
日
・
９
日
に
も
同
様
の
学
習

会
を
行
い
ま
し
た
。�

第
18
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
通
常
総
会
開
催

回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
通
常
総
会
開
催�
第
18
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
通
常
総
会
開
催

回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
通
常
総
会
開
催�
第
18
回
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
通
常
総
会
開
催�

平
成
23
年
度
早
期
共
済
推
進
学
習
会
及
び
信
用
事
業
学
習
会
開
催

年
度
早
期
共
済
推
進
学
習
会
及
び
信
用
事
業
学
習
会
開
催�

平
成
23
年
度
早
期
共
済
推
進
学
習
会
及
び
信
用
事
業
学
習
会
開
催

年
度
早
期
共
済
推
進
学
習
会
及
び
信
用
事
業
学
習
会
開
催�

平
成
23
年
度
早
期
共
済
推
進
学
習
会
及
び
信
用
事
業
学
習
会
開
催�

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
女
性
部
は
４
月
５
日
、

指
宿
市
山
川
図
書
館
で
第
18
回
通
常
総

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
女
性
部
員
・
役

職
員
等
合
わ
せ
て
約
１
２
０
名
が
参
加

し
、
第
１
号
議
案
「
平
成
22
年
度
活
動

報
告
お
よ
び
収
支
決
算
承
認
に
つ
い
て
」

他
、
４
つ
の
議
案
全
て
が
承
認
さ
れ
、

特
別
決
議
と
し
て
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加

断
固
阻
止
に
関
す
る
特
別
決
議
」
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
23
年
度
は
高
齢

者
福
祉
活
動
の
充
実
、
女
性
部
員
加
入

促
進
運
動
等
に
女
性
部
・
Ｊ
Ａ
が
一
体

と
な
っ
て
取
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

魅
力
あ
る
組
織
を
目
指
す
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。�

�

谷
村
久
恵
女
性
部
長
は
「
東
日
本
大

震
災
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
ま
す
と
、
人
と

人
と
の
き
ず
な
が
大
切
で
あ
る
と
身
に

し
み
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
高
齢
者
支
援
活
動
が
な
お
一
層
重
要

に
な
っ
て
参
り
ま
す
。
今
後
は
、
女
性

部
・
Ｊ
Ａ
一
体
と
な
っ
て
取
組
み
、
皆

様
が
女
性
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
と
思

え
る
活
動
を
展
開
し
て
行
き
ま
す
。
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後

は
共
同
学
習
と
し
て
読
書
会
や
記
念
公

演
等
も
行
い
ま
し
た
。�

第
18
回
い
ぶ
す
き
農
協
青
年
部
通
常
総
会

回
い
ぶ
す
き
農
協
青
年
部
通
常
総
会�

第
18
回
い
ぶ
す
き
農
協
青
年
部
通
常
総
会

回
い
ぶ
す
き
農
協
青
年
部
通
常
総
会�

第
18
回
い
ぶ
す
き
農
協
青
年
部
通
常
総
会�

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き

青
年
部
は
４
月
26
日
、

管
内
の
南
部
支
所

で
第
18
回
通
常
総

会
を
開
き
ま
し
た
。

青
年
部
員
・
Ｊ
Ａ

役
職
員
ら
約
30
名

が
参
加
し
、「
平
成

22
年
度
活
動
報
告
並
び
に
収
支
決
算
書

の
承
認
に
つ
い
て
」・「
役
員
改
選
に
つ

い
て
」
等
、
第
１
号
議
案
か
ら
第
４
号

議
案
ま
で
の
全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。�

�

新
た
に
青
年
部
長

に
選
ば
れ
た
後
迫
孝

さ
ん
は
、
「
新
役
員

体
制
で
の
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

活
力
あ
る
運
動
を
展
開
し
て
行
く
た
め

に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
部
員
か
ら

は
現
在
１
７
９
名
の
部
員
数
を
全
地
域

か
ら
幅
広
く
増
や
し
て
頂
き
た
い
等
の

意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
検
討
し
て
行
く

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。�



開催日� 地　区� 開催時間� 開催場所�

5月16日（月）� えい地区� 9：00 えい近代化センター�

5月16日（月）� 中部・南部・池田�
新西方・岩本地区� 13：30 指宿総合支所�

5月17日（火）� 喜入地区� ９：30 喜入総合支所�

5月17日（火）� 開聞地区� 13：00 開聞総合支所�

5月17日（火）� 山川地区� 17：30 山川総合支所�

5月18日（水）� 小牧地区� 13：30 小牧営農センター�
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第
18
回
通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

回
通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ�
第
18
回
通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ

回
通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ�
第
18
回
通
常
総
代
会
開
催
の
お
知
ら
せ�



お
く
や
み
（
敬
称
略
）�

　
　
　（
平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
〜�

　
　
　
　
　
　
　
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
）�

JAいぶすき�

2011.5
10

　
平
成
23
年
４
月
13
日
、
第
２
回
理

事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協
議
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。�

【
協
議
内
容
】�

○
全
国
監
査
機
構
に
よ
る
決
算
監
査
及

び
監
事
監
査
結
果
に
つ
い
て�

�

①
平
成
22
年
度
資
産
査
定
結
果
に

つ
い
て�

�

②
平
成
22
年
度
事
業
実
績
に
つ
い

て�
�

③
平
成
22
年
度
剰
余
金
処
分
に
つ

い
て�

○
第
18
回
通
常
総
代
会
資
料
に
つ
い

て�
�

第
１
号
議
案
　
平
成
22
年
度
事
業

報
告
、
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
附
属

明
細
書
の
承
認
に
つ
い
て�

○
平
成
23
年
度
事
業
計
画
及
び
第
７

次
中
期
三
か
年
計
画
の
修
正
に
つ
い

て�

○
特
定
理
事
と
の
契
約
締
結
に
つ
い
て�

○
個
人
情
報
取
扱
規
程
の
一
部
変
更
に

つ
い
て�

○
個
人
情
報
取
扱
に
係
る
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
の
一
部
変
更
に
つ
い
て�

【
報
告
事
項
】�

○
平
成
23
年
度
定
年
再
雇
用
に
つ
い

て
○
人
事
異
動
に
つ
い
て
（
４
月
１
日
付
）�

○
堆
肥
（
バ
ラ
製
品
）
の
値
引
販
売
一

斉
推
進
に
つ
い
て�

○
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
支
援
募
金

の
結
果
に
つ
い
て
（
４
月
６
日
現
在
）�

○
㈱
Ａ
コ
ー
プ
鹿
児
島
店
舗
実
績
管
理

表
に
つ
い
て
（
23
年
３
月
末
）�

理
事
会
だ
よ
り�
理
事
会
だ
よ
り�

（
平
成
二
十
三
年
四
月�

　
　
　
　
　
　
　
歌
会
詠
草
）�

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部
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